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６
月
16
日
は
、
昭
和
39
年
に

新
潟
地
震
が
発
生
し
た
忘
れ
ら

れ
な
い
日
で
す
。
市
で
は
、
毎

年
こ
の
日
に
、
各
地
区
ご
と
に

防
災
訓
練
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。今

年
は
西
地
区
を
中
心
に
行

わ
れ
、
地
元
小
学
生
た
ち
が
、

三
角
巾
を
使
っ
て
応
急
手
当
て

を
し
た
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
、

倒
壊
家
屋
の
中
に
閉
じ
込
め
ら

れ
た
人
を
工
具
を
使
っ
て
救
出

す
る
訓
練
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し

た
。ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
関
係
機
関

や
、
消
防
団
の
参
加
も
あ
っ
て
、

大
勢
の
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に

防
災
に
つ
い
て
考
え
、
訓
練
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て

く
る
」
と
い
う
例
え
が
あ
り
ま

す
が
、
各
施
設
を
防
災
上
、
安

全
に
造
る
こ
と
に
加
え
、
常
に

災
害
に
備
え
る
心
を
持
ち
続
け

た
い
も
の
で
す
。

地
域
の
安
全
を
考
え
る
と

き
、
地
震
や
大
雨
な
ど
の
自
然

災
害
ば
か
り
で
な
く
、
火
災
、

交
通
事
故
、
犯
罪
、
暴
力
な
ど
、

市
民
生
活
の
安
全
を
脅
か
す
い

ろ
い
ろ
な
要
因
に
対
し
て
安
全

が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

市
内
の
火
災
発
生
原
因
の
最

上
位
は
放
火
に
よ
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
小
学
校
に
刃
物
を

持
っ
た
大
人
が
侵
入
す
る
と

か
、
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
に
強

２
０
０
１
日
本
海
夕
日
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
事
業
の
ひ
と
つ
、

「
日
本
夕
日
写
真
大
賞
」
の
入

選
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

同
大
賞
は
、
全
国
か
ら
「
夕

日
・
夕
景
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

写
真
を
募
集
し
た
も
の
。
今
年

は
、
35
都
道
府
県
か
ら
４
４
４

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
大
賞
に
は
、

沈
み
ゆ
く
真
っ
赤
な
夕
日
を
見

事
に
撮
影
し
た
、
大
嶋
俊
一
さ

ん
（
学
校
町
通
２
）
の
「
落
陽
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
優
秀
賞
に
、
藤
木
昇

さ
ん
（
信
濃
町
）
の
「
夢
色
の

釣
人
」
と
、
大
岡
雅
人
さ
ん

（
高
崎
市
）
の
「
夕
焼
け
」
が

決
ま
っ
た
ほ
か
、
奨
励
賞
３
点
、

県
内
を
撮
影
地
と
し
た
作
品
の

中
か
ら
、
に
い
が
た
夕
日
百
景

賞
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

入
賞
作
品
は
、
７
月
９
日
か

ら
15
日
ま
で
Ｊ
Ｒ
東
京
駅
で
、

７
月
31
日
か
ら
８
月
５
日
ま
で

は
市
美
術
館
で
そ
れ
ぞ
れ
展
示

ー
ン
の
今
年
度
の
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
が
決
定
し
ま
し
た
。

42
都
道
府
県
と
海
外
２
カ
国

か
ら
、
６
３
６
点
の
応
募
が
あ

り
、
大
賞
に
は
、
夕
日
を
眺
め

る
カ
ッ
プ
ル
を
デ
ザ
イ
ン
し
た

鮫
島
孝
子
さ
ん
（
鹿
児
島
市
）

の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

大
賞
作
品
は
、
８
月
10
日
に

青
山
海
岸
で
開
催
さ
れ
る
「
日

本
海
夕
日
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
、

ス
タ
ッ
フ
が
着
用
す
る
Ｔ
シ
ャ

ツ
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
に
活
用
さ

れ
ま
す
。

夕
日
コ
ン
サ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
募
集

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員

会
で
は
、
日
本
海
夕
日
コ
ン
サ

ー
ト
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象

17
歳
以
上
で
８
月
10
日

午
後
３
時
か
ら
９
時
半
こ
ろ
ま

で
参
加
で
き
る
人

内
容

会
場
と
周
辺
道
路
の
整

理
、
売
店
、
受
付
、
募
金
活
動
、

ほ
か
（
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
が

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
Ｔ
シ
ャ
ツ
と
弁

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
団
体

名
、
代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
、
利
用
希
望
日
（
第

１
〜
５
希
望
ま
で
）
を
記
入
し
、

〒
９
５
１
・
８
５
５
０
市
民
相

談
室
（
�
内
線
２
０
６
４
）
へ

※
応
募
多
数
の
場
合
、
７
月
23

日
午
前
９
時
半
か
ら
市
役
所
第

１
分
館
２
０
２
会
議
室
で
公
開

抽
選
を
行
い
ま
す
。
見
学
コ
ー

ス
な
ど
詳
し
い
内
容
は
後
日
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
月

曜
日
は
休
み
の
施
設
が
多
い
こ

と
を
あ
ら
か
じ
め
ご
承
知
お
き

く
だ
さ
い

の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
交
響
楽
団
は
、

ド
イ
ツ
の
芸
術
都
市
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
が
誇
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
、

40
年
以
上
続
く
定
期
演
奏
会
を

中
心
に
、
オ
ペ
ラ
や
映
画
音
楽

に
も
取
り
組
む
な
ど
広
範
囲
に

わ
た
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

指
揮
は
、
ウ
ィ
ー
ン
在
住
で
、

国
際
的
に
活
躍
し
て
い
る
拔
井

厚
さ
ん
が
担
当
。
ソ
リ
ス
ト
に
、

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
出
身
の
若
手
バ
イ

オ
リ
ニ
ス
ト
、
ア
ラ
ベ
ラ
・
シ

ュ
タ
イ
ン
バ
ッ
ハ
ー
さ
ん
を
迎

え
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
作
品
か

ら
、
お
な
じ
み
の
「
交
響
曲
第

５
番
ハ
短
調
『
運
命
』」「
バ
イ

オ
リ
ン
協
奏
曲
二
長
調
」
な
ど

を
演
奏
し
ま
す
。

日
時

10
月
26
日
午
後
７
時
開

演会
場

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
コ
ン
サ

ー
ト
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト

Ｓ
席
６
０
０
０

円
、
Ａ
席
５
０
０
０
円
、
Ｂ
席

４
０
０
０
円
、
Ｃ
席
３
０
０
０

円
、
Ｄ
席
２
０
０
０
円

※
７
月
８
日
か
ら
同
館
お
よ
び

市
内
の
主
な
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で

発
売

問
い
合
わ
せ

同
館
チ
ケ
ッ
ト

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
�
２
２
４
・

５
５
２
１
）
へ

バ
ス
を
用
意
し
、
市
民
相
談
室

の
職
員
が
添
乗
し
案
内
し
ま
す
。

利
用
日
時

９
月
〜
来
年
３
月

の
午
前
９
時
半
〜
午
後
３
時
半

の
お
お
む
ね
４
時
間
以
上

（
土
・
日
曜
、
祝
日
な
ど
を
除
く
）

対
象

自
治
・
町
内
会
、
サ
ー

ク
ル
な
ど
20
人
か
ら
45
人
ま
で

の
団
体

申
し
込
み

７
月
17
日（
必
着
）

市
で
は
、
９
月
か
ら
来
年
３

月
ま
で
の
「
動
く
市
政
教
室
」

の
団
体
利
用
の
申
し
込
み
を
、

往
復
は
が
き
で
受
け
付
け
ま
す
。

同
教
室
は
、
市
の
施
設
や
事

業
を
見
学
す
る
こ
と
で
、
市
政

へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、

ま
た
、
意
見
や
提
案
を
寄
せ
て

も
ら
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

各
施
設
へ
の
見
学
に
は
専
用

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
（
市
民
芸
術

文
化
会
館
）
で
は
、
10
月
26
日

に
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
交
響
楽
団
」

当
を
用
意
し
ま

す
）

問
い
合
わ
せ

同
実
行
委
員
会

（
�
２
２
８
・

５
２
２
７
）
へ

※
予
定
数
に
達

し
た
場
合
は
、

お
断
り
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す

テ
ィ
ア
活
動
団
体
と
し
て
地
域

の
安
全
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
お
り
、
新
潟
市
は
火
災
発

生
率
が
大
変
低
い
都
市
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

消
防
団
活
動
を
は
じ
め
、
防

火
協
議
会
、
自
主
防
災
組
織
、

防
犯
協
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
婦
人
会
、

盗
が
入
る
な
ど
、
冷
酷
な
事
件

の
発
生
が
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
人
為
的
な
災
害
へ

の
対
応
は
施
設
整
備
に
よ
る
対

応
以
上
に
、
地
域
に
住
ん
で
い

る
人
々
の
協
力
が
不
可
欠
で

す
。消

防
団
は
、
地
域
の
ボ
ラ
ン

青
少
年
育
成
協
議
会
、
校
区
交

通
安
全
推
進
協
議
会
、
交
通
指

導
隊
、
地
域
交
通
安
全
活
動
推

進
委
員
、
高
齢
者
交
通
安
全
推

進
員
、
交
通
安
全
母
の
会
な
ど

の
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
市

民
活
動
団
体
が
、
自
治
会
や
町

内
会
の
活
動
と
連
帯
し
て
、
地

域
の
安
全
の
た
め
に
自
主
的
安

全
対
策
の
組
織
と
し
て
活
動
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
わ
が
国
の
交
番
組
織

は
世
界
的
に
も
ま
れ
な
、
地
域

に
密
着
し
た
警
察
組
織
で
、
犯

罪
の
防
止
に
大
き
な
効
果
を
果

た
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
で
は
、
「
オ

ル
ガ
ン
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
〜
楽
器
か
ら
探
る
フ
ラ
ン

ス
・
オ
ル
ガ
ン
音
楽
」
を
開
催

し
ま
す
。

札
幌
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
オ

ル
ガ
ニ
ス
ト
、
フ
ァ
ッ
サ
ン
・

ラ
ス
ロ
さ
ん
が
、
フ
ラ
ン
ク
、

ヴ
ィ
ド
ー
ル
な
ど
フ
ラ
ン
ス

近
・
現
代
の
作
品
を
演
奏
す
る

ほ
か
、
ゲ
ス
ト
の
東
京
藝
術
大

学
教
授
、
廣
野
嗣
雄
さ
ん
の
ト

ー
ク
を
交
え
な
が
ら
、
オ
ル
ガ

ン
音
楽
を
解
説
し
ま
す
。

日
時

７
月
15
日
午
後
２
時
開

演会
場

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
コ
ン
サ

ー
ト
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト

２
０
０
０
円

※
同
館
お
よ
び
市
内
の
主
な
プ

レ
イ
ガ
イ
ド
で
発
売
中

問
い
合
わ
せ

同
館
チ
ケ
ッ
ト

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
�
２
２
４
・

５
５
２
１
）
へ

ま
す
。
こ
の
各
地
域
に
配
置
さ

れ
た
交
番
や
駐
在
所
の
組
織

と
、
地
域
に
お
け
る
住
民
の
自

主
的
安
全
対
策
組
織
の
連
帯
が

う
ま
く
機
能
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
地
域
の
安
全
度
は
大
き
く

高
ま
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

火
の
用
心
の
見
回
り
や
、
防

犯
灯
、
門
灯
を
つ
け
る
な
ど
、

地
域
に
住
ん
で
い
る
人
々
が
、

「
自
分
達
の
地
域
の
安
全
は
自

分
達
で
守
る
」
と
い
う
気
持
ち

で
連
帯
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
不
審
な
行
動

者
に
つ
い
て
、
地
域
の
人
々
が

気
付
い
て
情
報
を
共
有
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
り
、
地
域
を
観

察
す
る
人
々
の
眼
が
、
安
全
を

守
る
こ
と
に
大
き
な
効
果
を
持

つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

通
勤
通
学
ば
か
り
で
な
く
、

買
い
物
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
散

歩
な
ど
、
地
域
を
歩
い
て
い

た
だ
く
こ
と
は
、
観
察
の
眼

が
多
く
な
る
こ
と
で
あ
り
、

地
域
の
安
全
に
役
立
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
少
子
化
・
高

齢
化
が
進
展
し
、
家
に
閉
じ

こ
も
り
が
ち
な
生
活
者
が
増

え
て
ゆ
く
傾
向
に
あ
り
ま
す

の
で
、
地
域
に
お
け
る
安
全

対
策
の
た
め
の
連
帯
と
組
織

づ
く
り
へ
の
工
夫
は
、
ま
す

ま
す
必
要
性
を
増
大
し
て
く

る
も
の
と
思
い
ま
す
。

広報ラジオ　９時です！新潟市です（BSN 毎週土曜9:00～9:03） NICE TOWN にいがた（FM新潟毎週土曜10:55～11:00）、にいがた・シティインフォメーション（FM Port 毎週土曜9:30～9:35）、ほか

広 報 テ レ ビ 案 内
さわやか新潟「災害に強いまちづくり」
ＢＳＮ　７月７日11：00～11：30
※手話通訳付き
新潟市政ニュース
ＮＳＴ　きょう１日８：55～９：00
すこやか新潟
ＴｅＮＹ　きょう１日11：25～11：30
※手話通訳付き
新潟子どもの広場
ＮＴ21 きょう１日17：55～18：00

中地区公民館 夏休み子ども料理教室
日時 ７月28日午前９時半～正午
内容 アイスクリームとクレープを作る
対象 小学生先着24人　参加費 300円
申し込み 同館（�271-0017）へ

黒埼地区公民館 ゆかたの着付け教室
日時 ７月26日・８月２日午後７時～９時
定員 先着20人
申し込み 同館（�377-3101）へ

こ ど も 創 作 活 動 館
申し込み �は当日直接同館へ、�は同
館（�279-2113）へ　※月曜休館、幼児
は保護者同伴
�ミニシアター
日時 ７月６・14日午前11時～同30分
内容 絵本の読み聞かせ、ほか
対象 ２歳～中学生
�貝がらミニチュア絵～壁掛け
日時 ７月15日午後１時半～３時半
内容 紙粘土で額を作り、貝がらで絵を
作る　対象 小・中学生先着20人
参加費 450円

市総合教育センター 夏の天文教室
日時 ７月９日午後７時半～８時半
※雨天決行
対象 小学生以上先着50人　※小学生は
保護者同伴、中学生は２人以上で参加
申し込み 同センター（�229-0233）へ

大畑少年センター ドン山ハイキング！
日時 ７月14日午前９時～正午
対象 小・中学生先着30人
参加費 300円
申し込み 同センター（�228-4100）へ
※雨天の場合はドッジボール大会に変更

はばたけ！ジュニア・オーケストラ
期日 7月28・29日　会場 りゅーとぴあ
内容 ジュニア・オーケストラの育成法
などについての講座
定員 先着70人　参加費 3,000円
申し込み 会場（�224-7000）へ

中央公民館 遊・友塾～オカリナづくり
日時 ７月26・27日午前９時半～午後１
時、８月21・22日午前10時～正午
対象 小学４年～中学生と保護者先着10組
参加費 １人500円
申し込み 同館（�223-7070）へ

東 地 区 公 民 館
申し込み �は当日直接同館へ、�は同
館（�241-4119）へ
�子育てサロン
日時 ７月２日～30日毎週月曜日午前10
時～午後２時　対象 未就学児と保護者
�七夕のつどい
日時 ７月５日午前10時～11時
会場 大形保育園
対象 未就園児と保護者先着20組
�ふれあい音楽会
日時 ７月８日午後１時半から
内容 コーラス、オカリナ演奏、ほか

美しい夕日を全国に発信�

日本夕日写真大賞が決定�

大賞　「落陽」大嶋俊一さん

優秀賞「夢色の釣人」藤木昇さん

優秀賞 「夕焼け」大岡雅人さん

キャンペーンのシンボルマーク

さ
れ
ま
す
。
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坂 井 輪 図 書 館 読 書 会
日時 ７月11日午前10時～正午
会場 坂井輪地区公民館
テーマ図書 「身体の文学史」養老猛司
著（新潮文庫）
申し込み 当日直接会場へ
問い合わせ 同図書館（�260-3242）へ


